
令和７年度「教育に関する事務の管理及び執行状況」の
点検及び評価報告書（案）の概要

令和８年９月２日 山形県教育局
《スライドにおける凡例》 ● 主な取組み ● 主な統計指標や現状把握等

＜第７次教育振興計画(前期計画）の基本方針Ⅰ～Ⅲ、アクション１～８毎に整理＞

Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する

１ 自ら考え、主体的に行動する力を育む

２ 新たな価値を創造する力を育む

３ 互いを尊重し前向きに生きる心と体を育む

Ⅱ 誰一人取り残されず、誰もが続けられる学びの機会を充実する

４ それぞれの個性を活かし尊重した学びを実現する

５ 生涯にわたり学びやスポーツ・文化芸術活動を楽しむ

Ⅲ 社会の変化に対応した学びの環境を整える

６ 教育ＤＸを実現する

７ 活力あふれる学校を実現する

８ 家庭や地域と一体となって学びを支える

参考資料

資料 １－２

第１部 教育委員会の活動状況

第２部 教育委員会の事務の点検・評価



第１部 教育委員会の活動状況
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１ 教育委員会会議

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律に規定する、教育に関する事務に関して審議するため、

  毎月１回定例会を開催。必要な場合は臨時会を開催。

 （R７開催状況）・定例会12回、臨時会１回 ・議事52件、報告10件

２ 教育懇談会

  委員が、教育関係者をはじめとする県民から幅広く意見を聴き、教育現場の実情把握に努め、それらを

  教育施策に反映させることを目的として開催。

  (１) 庄内地区（R7.7.9）

① 鶴岡市立朝暘第五小学校訪問 ② 庄内地区各市町教育委員会との懇談

  (２) 最上地区（R7.10.20）

① 新庄市立新庄中学校訪問 ② 最上地区各市町教育委員会との懇談

３ 教育委員協議会

  当面する検討課題等について、現場での取組状況に係る調査や県公安委員会委員との意見交換を実施。

(１) 現場での取組状況に係る調査

① 山形南高等学校、ゆきわり養護学校（R7.6.24） ② 小国高等学校、米沢鶴城高等学校（R7.10.3）

  (２) 意見交換

      ① 英語教育の充実について（R7.5.15） ② キャリア教育の充実について（R7.6.10）

③ 学力向上に向けた取り組みについて（R7.7.24） ④ 教職員の養成・確保について（R7.8.27）

⓹ 教育現場におけるデジタル技術の活用について（R7.9.11）⑥ 県立高校の魅力発信について（R7.10.15）

⑦ 学校・家庭・地域の連携・協働の推進による地域の教育力の向上について（R7.12.23）

⓼ 公立高校をめぐる国の動向と今後の県立高校の在り方について（R8.2.9）

４ 総合教育会議

  教育を行うための諸条件の整備、その他の地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振興を図るため

重点的に講ずべき施策等について、知事と協議、調整を行うために開催。

（R7開催状況）・ 第16回（R８.1.20）

 ・教師を取り巻く環境整備の推進について～学校における働き方改革の一層の推進について～
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第２部 教育委員会の事務の
点検・評価
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Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する
１ 自ら考え主体的に行動する力を育む

【学力調査の結果】
● 小学校は、国語と算数、中学校は、国語、数学及び英語の全ての教科で全国平均を下回った。
● 昨年度と比較して、小学校は国語、算数ともに全国平均との差が広がり、中学校は数学において若干の
回復傾向がみられたものの、国語は全国平均との差が広がった。

（資料）R8.全国学力・学習状況調査（学力調査）文部科学省

● 学力向上アクションプランの作成や全県オンラインフォーラムの開催、「算数・数学及び英語評価問題」

の活用等、社会を生き抜く確かな学力の育成に向けた取組みを展開。

● 実践推進校の指定による児童生徒と教員の英語使用の充実を踏まえた授業改善、及び学力上位県への視察

等を実施。

4

※平均正答率について、全国の値は小数
第1位まで示されているのに対し、都
道府県の値は平成29年度から整数値で
示されていることから、グラフの値
は、全国との差の範囲の中間値を表示
しています。

〈KPI〉※ 小学校・中学校の合計
⑨全国学力・学習状況調査で正答率が全国
平均以上の科目数（R8.4）

✕ 未達成 （目標値）5科目中4科目
（実績値）5科目中0科目
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（資料）R8.全国学力・学習状況調査（質問紙調査）文部科学省

● 勉強が「好き」との回答は、前年度より小学校は国語が減少し、算数は横ばい。中学校は両教科とも増
加。

● 授業の内容は「よく分かる」との回答は、前年度より小学校は減少、中学校は増加。引き続き、教師の
指導力向上に努めていく必要がある。

〈KPI〉①国語、算数・数学、英語の勉強が「好き」な児童生徒の割合（R8.4）
×未達成（目標値）国小6：70.0%・国中3：70.0%・算小6：65%  ・数中3：65%

（実績値）国小6：63.0%・国中3：62.3%・算小6：57.5%・数中3：56.2%
 ②国語、算数・数学の授業の内容が「分かる」と答えた児童生徒の割合（R8.4)
×未達成（目標値）国小6：90% ・中3：85% ・算小6：85% ・数中3：75%

（実績値）国小6：81.5%・中3：77.3%・算小6：73.7%・数中3：70.3%

Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する
１ 自ら考え主体的に行動する力を育む
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● 「授業中に課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」と思う児童生徒の割合は小学校

では全国平均と同等、中学校では全国平均を上回った。

● 前年度より小学校は減少、中学校は増加。引き続き教師の指導力向上に努めていく必要がある。

（資料）R8.全国学力・学習状況調査（質問紙調査）文部科学省

Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する
１ 自ら考え主体的に行動する力を育む
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〈KPI〉
⑤「授業中に課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいた」と思う児童生徒の割合
×未達成
（目標値）小６:82.0% 中３:83.1%
（実績値）小６:77.6% 中３:81.8% (R8.4)

(前年)              (82.1)                                                 (78.8)



● 「将来の夢や目標を持っている」児童生徒の割合は、小・中学校ともに全国と比較して同程度か高い傾向。
● 「職場見学・職場体験等を行っている」学校は、前年度より小学校が減少した。

（資料）R8.全国学力・学習状況調査（児童生徒質問）

● 「キャリア・パスポート」の活用により、自らの学びのプロセスを振り返り、生き方の見通しを立てる

キャリア教育を推進。

● 地域企業へのインターンシップや看護体験、地元企業への見学等を行い、将来の進路選択につなげる取

組みを実施。

〈KPI〉
⑦将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合
○ 概ね達成
（目標値）小６:83.0% 中３:68.9%
（実績値）小６:81.6% 中３:70.3% (R8.4)
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〈KPI〉
⑧職場見学・職場体験等を行っている小中校等学校の割合
×未達成
（目標値）小6:92% ・中3:98% ・高:100%
（実績値）小6:86.9%・中3: 97.9% ・高:98.0％ （実施50校/全体51校） 

Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する
１ 自ら考え主体的に行動する力を育む
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●  「自分と違う意見について考えるのは楽しい」と思う児童生徒の割合は、小中学校とも目標を達成。

● 「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気づいたりすることができている」と

思う児童生徒の割合や、「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり生かしたりして

いる」と思う児童生徒の割合は、昨年度より増加した項目もあるものの、目標値には達していない。

（資料）R8.全国学力・学習状況調査（質問紙調査）文部科学省

Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する
２ 新たな価値を創造する力を育む
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◎達成
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（実績値）小6:77.7%・中3:80.1% (R8.4)
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きる」と思う児童生徒の割合
×未達成
（目標値）小6:87.1%・中3:88.9%
（実績値）小6:86.4%・中3:88.0% (R8.4)
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〈KPI〉
⑫「授業で学んだことを、次の学習や実生活に
結びつけて考えたり生かしたりしている」と思
う児童生徒の割合
×未達成
（目標値）小6:86.1%・中3:81.5%
（実績値）小6:82.9%・中3:79.4% (R8.4)

● 個別最適な学び・協働的な学びの一体的な充実による、主体的・対話的で深い学びの授業実践の推進を図

る地区別研修会の開催。

(前年)(79.0)                   (80.7) (前年)(85.5)                          (75.9)



● 英語力については、CEFR（セファール）の割合が、中・高ともに前年度より増加しているが、目標値には
達していない。

● 英語ディベート大会への参加や高校生の海外留学を通した国際交流を支援する事業等により、語学力をは

じめとするグローバル化に対応する実践力を育成。

● 英語実践推進校の指定による授業改善の取り組みと県内への発信・共有。

〈KPI〉
⑬ＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を取得または有すると思われる中学生の割合 × 未達成 （目標値）51% （実績値）47.2％ (R8.6)

ＣＥＦＲ Ａ２レベル相当以上の英語力を取得または有すると思われる高校生の割合 × 未達成 （目標値）56% （実績値）53.8％ (R8.6)

（資料）R7「英語教育実施状況調査」（文部科学省）
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Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する
２ 新たな価値を創造する力を育む
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● 「自分には良いところがある」と思う児童生徒の割合、「友達関係に満足している」と思う児童生徒の割
合はともに目標値を概ね達成、全国と比較して同程度か高い傾向。

（資料）R8.全国学力・学習状況調査（児童生徒質問）

● 企業・団体等との連携・協働による体験機会の充実や、郷土の魅力発見・体験プログラムの普及を図り、

豊かな心の育成を推進。

● いじめ問題対策連絡協議会の下、いじめ解決支援チームの学校訪問やＳＳＷ※の派遣、ＳＣ※の学校への配
置、全学校でのいじめアンケート（年２回）及び24時間体制の子どもSOSダイヤルや全高等学校でのＳＮＳに

よる相談等、相談体制を充実強化。

〈KPI〉
⑯友達関係に満足している児童生徒の割合
○概ね達成
（目標値）小6:92.8%・中3:91.2%
（実績値）小6:91.8%・中3:92.3% (R8.4)
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※ SC（スクールカウンセラー）：児童生徒へのカウンセリング困難・ストレスへの対処方法に資する教育プログラムの実施，児童生徒への対応について教職員等への専門的な助言，教育のカウンセリング能力研修等を行う心理の専門家
※ SSW（スクールソーシャルワーカー）：問題を抱える児童生徒が置かれた環境への働きかけや関係機関等とのネットワークの構築，連携・調整，学校内におけるチーム体制の構築・支援などの役割を果たす福祉の専門職

〈KPI〉
⑮自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合
○概ね達成
（目標値）小6:84.5%・中3:84.9%
（実績値）小6:85.9%・中3:84.2% (R8.4)

Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する
３ 互いを尊重し前向きに生きる心と体を育む
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● 令和７年度の県全体のいじめの総認知件数は、前年度比 104.1％と増加した。「何がいじめにあたる
のか」について理解が深まる小学２・３年生でいじめ認知数は最も多くなり、その後は減少するが、中学１
年生になると、環境の変化や人間関係の多様化・複雑化により認知件数が上昇する傾向がある。

● いじめが解消しているものの割合は100％に近い状態。

（資料）R6県独自調査 11

１ いじめの状況

２ いじめの解消状況

〈KPI〉
⑰いじめの認知件数に占める、い
じめが解消しているものの割合
（小・中・高・特支）
○概ね達成
（目標値）100%
（実績値）98.7％

（R6認知分 R8.3.31時点）

※「いじめの解消」の定義
「いじめに係る行為が３か月止んでいること」
「被害児童生徒が心身の苦痛を感じていないこと」
という２つの要件を満たすこと
「いじめの防止等のための基本的な方針」
（文部科学大臣決定平成25年10月）

Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する
３ 互いを尊重し前向きに生きる心と体を育む



● 「地域や社会をよくするために何かしてみたい」と思う児童生徒の割合は、目標値に達していない。背景

としては、調査対象の児童生徒が低学年の時にコロナ禍であり、地域活動・ボランティア活動の経験が少な

かったことが要因の一つと考えられる。

● SNSやホームページ等による県内のボランティア活動状況の発信や、中高生向けのボランティアセミナーを

実施し、主体的なボランティア活動への参画を促進。

〈KPI〉
⑲高校3年生までに地域活動・ボランティア活動に参加した経
験がある生徒の割合
（目標値）80％
（実績値）94.6％（5568人中5267人）

12
（資料）R8.全国学力・学習状況調査（児童生徒質問）

Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジできる学びを実現する
３ 互いを尊重し前向きに生きる心と体を育む

〈KPI〉
⑱地域や社会をよくするために何をすべきか考える児童生徒の割合
×未達成
（目標値）小6:85.9%・中3:81.3%
（実績値）小6:80.9％・中3:77.9％ (R8.4)

（資料）R7.県内高等学校全日制3年生の地域活動・ボランティア活動調査
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当てはまる どちらかと言えば 合計

(前年)     (83.3)                         (80.5)



● 「人が困っている時には進んで助けている」児童生徒の割合は、目標値を概ね達成。

● 「不登校児童生徒のうち、学校や学校外の機関等とつながりを持っている」児童生徒の割合は100％に近い。

（資料）R8「全国学力・学習状況調査」（児童生徒質問調査）文部科学省、R7「いじめに関する定期調査」

● 共生社会の形成を目指した理解啓発の推進、特別支援教育の充実と推進。

● 不登校対策と不登校児童への対応、家庭の事情等により学業に影響が生じている子どもへの対応、外国人の

子どもへの対応を行う。

13

Ⅱ 誰一人取り残されず、誰もが続けられる学びの機会を充実する
４ それぞれの個性を活かし尊重した学びを実現する
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当てはまる どちらかと言えば、当てはまる

〈KPI〉
㉒人が困っている時には進んで助けている児童生徒の割合
○概ね達成
（目標値）小6:93.4%・中3:91.5%
（実績値）小6:93.2%・中3:91.8% (R8.4)

持っている, 

99.7

持っていない, 

0.3

不登校児童生徒のうち、学校や学校外の機関

等とつながりを持っている児童生徒の割合

〈KPI〉
㉕不登校児童生徒のうち、学校や学校外の機関等とつながりを持ってい
る児童生徒の割合
◎達成
（目標値）96%
（実績値）99.7%

(前年)      (93.9)                         (92.3)



● 「公民館等で開催されている各種事業・講座等への参加人数」は目標値に達していない。天候（酷暑）

やクマ出没対策等による事業の中止や規模縮小等の影響によるものと考えられる。

● 生涯学習推進体制の整備、県立図書館活動整備。

● 豊かなスポーツライフの実現、アスリートの発掘育成。

● 文化芸術の振興、伝統芸能育成事業

（資料）R8「市町村における社会教育事業調査報告」

14

Ⅱ 誰一人取り残されず、誰もが続けられる学びの機会を充実する
５ 生涯にわたり学びやスポーツ・文化芸術活動を楽しむ

●公民館等で開催されている各種事業・講座等への参加人
数

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

520,405人 176,075人 265,025人 393,929人 467,489人 419,563人 441,900人

〈KPI〉
㉙公民館等で開催されている各種事業・講座等への参加人数

× 未達成
（目標値）468,000人
（実績値）441,900人 (R7）



● 「成人のスポーツ実施率」は微増で目標値には至らず40.5%。新規参加者は一定程度増えている一方で、週

１回以上の習慣化に至っていない層が多いこと、月１～２回程度の中間層が週１回に移行していないことが

要因と考えられる。

● 豊かなスポーツライフの実現、アスリートの発掘育成。

（資料）R7「県スポーツ推進委員調査」

15

Ⅱ 誰一人取り残されず、誰もが続けられる学びの機会を充実する
５ 生涯にわたり学びやスポーツ・文化芸術活動を楽しむ

〈KPI〉
㉚成人のスポーツ実施率（週１回程度）

× 未達成
（目標値）42%
（実績値）40.5%(R7）

年度 R6 R7

実績値 40.0% 40.5%

成人のスポーツ実施率（週１回程度）



● 「県立文化施設等の来館者数」については各文化施設がイベントや公演・展示会等を計画的に開催し、目

標を達成。

● 「文化芸術活動に年５回以上取り組んだ小中学校の割合」は、目標値を概ね達成。中学校において吹奏楽

発表会、絵画・美術発表会など、部活動に関連した文化芸術活動が多く実施されたことが要因と考えられる。

● 文化芸術の振興、伝統芸能育成事業

（資料）「県観光文化スポーツ部まとめ」
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Ⅱ 誰一人取り残されず、誰もが続けられる学びの機会を充実する
５ 生涯にわたり学びやスポーツ・文化芸術活動を楽しむ

〈KPI〉
㉜県立文化施設等の来館者数

◎達成
（目標値）128万人
（実績値）1,391,188人(R7）

年度 R6 R7

実績値 1,281,122人 1,391,188人

県立文化施設等の来館者数

文化芸術活動に年５回以上
取り組んだ小中学校の割合

〈KPI〉
㉝文化芸術活動に年５回以上取り組んだ小中学校の割合

○概ね達成
（目標値）60%
（実績値）58.2％（R7）

年度 R7

実績値 58.2%

（資料）「県生涯教育・学習振興課調べ」



● 「授業において、PC・タブレット等のＩＣＴ機器をほぼ毎日使用している小中学校の割合」については、

前年度より小学校は増加、中学校は減少しているが、目標値は達成。

● 教員研修を行い、ＩＣＴを活用した学習の充実を図る。

● 学校教育ＤＸの促進を図る。

17

Ⅲ 社会の変化に対応した学びの環境を整える
６ 教育Ⅾ✕を実現する

〈KPI〉
㉞授業において、PC・タブレット等のＩＣＴ機器をほぼ毎日使用
している小中学校の割合

◎達成
（目標値）小6:60%・中3:60%
（実績値）小6:73.6%・中3:60.0% (R8.4）

（資料）R8.全国学力・学習状況調査（児童生徒質問）
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Ⅲ 社会の変化に対応した学びの環境を整える
７ 活力あふれる学校を実現する

〈KPI〉
㊲自分の仕事にやりがいを感じている教員の割合

◎達成
（目標値）60%
（実績値）85.8％（R8.3）

（資料）教職員課調べ（R8.3）

〈KPI〉
㊳半期における時間外在校等時間の月平均が80時間を超える教員数

×未達成
（目標値） 120人
（実績値） 151人

小：3人・中：26人・特：0人・高：122人（R7上期）
小：6人・中：40人・特：0人・高：108人（R6上期）

● 「山形県公立学校における働き方改革プラン」「山形県における部活動改革のガイドライン」等に基づく
教職員の働き方改革の推進やメンタルヘルス対策の推進。
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● 「働きがいを感じる教員の割合」は、85.8%となり目標値を達成。

● 「半期における時間外在校等時間の月平均が80時間を超える教員数」については、第Ⅰ期働き方改革プラ

ンの令和２年度における267人から約43％減の151人とはなったものの、目標値に達していない。
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Ⅲ 社会の変化に対応した学びの環境を整える
７ 活力あふれる学校を実現する

〈KPI〉
㊴健康診断時における要精密検査該当者の精密検査受診率（教職員）

○概ね達成
（目標値）92%
（実績値）91.5％（R7）

（資料）令和７年度職員定期健康診断実施状況等調査結果

〈KPI〉
㊵学校管理下における事故災害で負傷する児童生徒の割合

◎達成
（目標値）7.5%未満
（実績値）7.3％（R7）

● 教職員のメンタルヘルス不調の早期発見と治療につなげるストレスチェックや、疾病の早期発見・早期治

療につなげるための各種健康診断事業等を行う。

● 「健康診断時における要精密検査該当者の精密検査受診率」については目標値を概ね達成。

● 「学校管理下における事故災害で負傷する児童生徒の割合」については目標値を達成。学校側が丁寧な対

応を行っているため、発生率が減少したのではないかと考えられる。

年度 R6 R7

実績値 91.1% 91.5%

健康診断時における要精密検査該当者
の精密検査受診率（教職員）

年度 R6 R7

実績値 7.6% 7.3%

学校管理下における事故災害で
負傷する児童生徒の割合

（資料）令和７年度災害共済給付状況



20

Ⅲ 社会の変化に対応した学びの環境を整える
８ 家庭や地域が一体となって学びを支える

〈KPI〉
㊶コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組みによって、

学校と地域や保護者の相互理解は深まった小中学校の割合
○概ね達成
（目標値）小6:88.4%・中3:70.0%
（実績値）小6:83.2%・中3:81.0%（R8.4）

〈KPI〉
㊸教育活動に協力するパートナーシップ推進事業に登録した企業の数

×未達成
（目標値）150
（実績値）118（R8.3）

137 (R8.6) 

● 教職員等を主な対象とした研修会を開催し、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の理解促進を図

り、「地域とともにある学校づくり」を推進。

● 教育支援パートナーシップ推進事業として、主に業界団体を通じて企業等の登録に向けた周知活動を実施。

● 「コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組みによって、学校と地域や保護者の相互理解が深

まった小中学校の割合」は、目標値を概ね達成。

● 「教育活動に協力するパートナーシップ推進事業に登録した企業の数」は118であり、募集期間が短かった

ことで目標値に達しなかった（令和8年6月11日時点では138と、R7目標の92％まで増加）。

年度 R8.3 R8.6

実績値 118 138

教育活動に協力するパートナーシップ
推進事業に登録した企業の数

（資料）令和７年 県生涯教育・学習振興課調べ
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コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組み

によって、学校と地域や保護者の相互理解は深まった

当てはまる どちらかと言えば当てはまる

（資料）R8.全国学力・学習状況調査（学校質問）

(前年)    (88.3)                         (77.7)



第３部 ７教振の推進について
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１ 趣 旨

〇 ７教振は、県民一人ひとりが自分事として取り組む方向
性の下、「県民の皆様へ（メッセージ）」や「県民みんな
でチャレンジ」を提示。よって、その推進に当たっては６
教振以前と比して、より一層、県民に直接伝わる周知等が
重要。

〇 また、不確実性の高い社会経済状況の中、７教振を実効
性ある形で推進するためには、一定の専門性の下、必要な
データを的確に収集し、分析・評価したうえで施策に反映
していく必要。

⇒ 県民一人ひとりが７教振を自分事とするための
参加型の活動を展開

22



（１）R７の実績

23



① ワークショップ「７トーク」
公募し、県内各学校、PTA・地域行事、
研修等に合わせて開催

24



【７トーク 令和７年度の実績から】

〇県内各地から８６件の依頼があり、

教育政策課職員が県内各地を訪問。

どの会でもたいへん楽しく生き生きと

対話する姿が見られた。 

〇児童生徒や企業の参加が少なかった。

25



② ＰＲ動画の作成

推進委員会委員自らの言葉で７教振を伝える動画
や、子どもたちが体験等を行う様子、７トークの
動画を作成し、Youtube「なな教振ちゃんねる」で
公開

26

R7実績



③ 県政広報媒体（テレビ・広報誌）の活用

1月

２月

1月

27

R7実績



④ ＰＲ資料の作成
「手に取ってもらう」

ことを主眼に、
県民向けポスターを
作成

28

R7実績



⑤ ＰＲ資料の作成
「手に取ってもらう」ことを主眼に、

県民向けリーフレットを作成

29

R7実績



（２）R８の取組み
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①ワークショップ「７トーク」

〇児童生徒への実施が増加、多様な形態。

・遊佐中：生徒総会で全校生徒が実施

・酒田三中、酒田四中：

地区自治会と地区の生徒で実施 

・寺津小（天童市）：PTA教育講演会で親子

で全校児童とその保護者で実施

〇企業での実施については課題がある。

〇山形大学で山形県で教員を目指す学生に実施

（東北文教大学でも実施予定）
31



№
事　業　名

（大会名・研修会名等）
開催日 児童生徒

保護者・
PTA

地域・企業
指導
主事
等

校長・教頭 教職員 人数

1 遊佐町立遊佐中学校 4/30 8 2 10
2 白鷹町学校教育研究会総会 5/1 80 80
3 遊佐町立遊佐中学校 5/15 238 28 266
4 未来を語る会 6/5 414 20 1 2 30 467
5 大蔵村学校運営協議会・大蔵中学校 6/29 20 3 10 1 16 50
6 全県新採・５年研養護教諭研修 7/3 2 40 42
7 南陽市立赤湯小学校 7/15 30 30
8 醍醐小学校PTA研修会 7/17 30 2 12 44
9 天童市立寺津小学校親子７トーク 7/22 65 65 130
10 スクール・ミーティング（酒田四中） 7/24 10 10 10 2 8 40
11 西置賜地区小学校長会 7/31 14 14
12 山形大学７トーク 8/4 33 11 44
13 飽海地区中学校長・教頭研修会 8/24 16 16
14 県中堅研オンライン研修 9/9 1 25 26
15 北村山ＰＴＡ研究集会　研修会 9/26 70 30 100
16
田川学研学校事務専門部
教育事務所と学校事務職員の共催研修会

10/22 90 90
17 酒田市立八幡小学校校内研修 11/18 2 18 20

18
令和８年度山形県公立小中学校事務職員
研究協議会　東村山支部研修会

1/19 1 23 24

計 788 178 40 7 67 413 1,493

R8 ７教振説明一覧（260730 最新）
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【７トーク 令和８年度の様子】

〇児童生徒への実施が増加、多様な形態。

・遊佐中：生徒総会で全校生徒が実施
事前に
生徒会執行部生徒と
打ち合わせ

当日は
生徒会執行部生徒が運営し、
教育政策課職員が講評
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【７トーク 令和８年度の様子】

〇児童生徒への実施が増加、多様な形態。

・酒田三中、酒田四中：

地区自治会と地区の生徒で実施 
地区の祭りをもっと
よくしたい

義務教育学校開校に向けて
地区の大人と中学生が対話
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【７トーク 令和８年度の様子】

〇児童生徒への実施が増加、多様な形態。

・寺津小（天童市）：PTA教育講演会で親子で

全校児童とその保護者で実施
学校全体の合言葉が
「わくわくチャレンジ」
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【７トーク 令和８年度の様子】

〇山形大学で山形県で教員を目指す学生に実施

教員になるために、今、
○○にチャレンジしている
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② シンポジウム「７フェス」
講演、トークセッション、
ワークショップを開催予定

【概要（現時点の想定）】

１ 日時・場所

令和８年１１月２１日（土）１３：００～１６：２０
山形市霞城公民館 ４Ｆ 講堂 ※ オンライン併用

２ 内 容

（１）講 演
「みんなの幸せにつながる教育ウェルビーイング」（仮）

講師 東京学芸大学 教授 荻上 健太郎 氏

（２）トークセッション
テーマ：未定（「地域づくりと教育ウェルビーイング」 等）

（３）ワークショップ（７トーク）
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③教育データに基づく施策に係る研究
○ 今年度から遊佐町と東京学芸大学による、教育ウェルビー
 イング研究開発プロジェクトを開始
※ アドバイザー 東京学芸大学 教授 荻上 健太郎 氏

○ 県では、本プロジェクトに協力のうえ、今後、県内における
モデル的な取組みとしての展開の可能性を検討する
   ※ 教育ウェルビーイング研究開発プロジェクト
 ・ 地域に根差したウェルビーイング指標の開発
 ・ 指標を活用した中長期的、縦断的な測定の推進
 ・ 測定結果の教育政策や教育現場へのフィードバック
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